子どもの健康被害は？　学校の体制は？
養護教員は大きな危惧訴える
　日教組養護教員部がフッ素洗口等の実態調査　
　日本教職員組合（日教組）養護教員部常任委員会は、昨年（2008年）11月９日に開催された第28回日本フッ素研究会・全国集会の参加者に「08年度　学校・幼稚園・保育所　集団フッ素洗口等に関する実態調査」という14ページの冊子を配布しました。
この調査は、日教組養護教員部が、集団フッ素洗口等を実施することによって「本当に子どもたちに健康被害は起きていないのか」との素朴な疑問や、教育現場でどのような状況が生まれているのかを確かめるべく実施しました。一方、フッ素洗口等を推進する人々は「むし歯を予防する有効で安全な方法である」と主張し、一人ひとりの子どもの健康や体質を無視して実施しています。推進の根拠である厚生労働省の「フッ化物洗口ガイドライン」通知の撤回を求めて、日教組養護教員部は2007年12月、41万９千筆もの署名を厚生労働省等に提出しました。

アンケート結果は、危惧されていた事実をはっきり示しました。冊子の「おわりに」で重要な指摘がまとめられています。少し長くなりますが引用します（カッコ内注：引用者補注）。

	　今回のアンケート結果から、学校でフッ素洗口・塗布の実施後、吐き気、嘔吐、腹痛、斑状歯など健康に悪影響をおよぼしていることが明らかになりました。また、フッ素洗口等を学校に導入するにいたっての問題点が次のように明確になりました。①事故が起こった場合の責任の所在が明確でない。②インフォームド・コンセントは形ばかりで、保護者に説明会を開き同意書もとるが、フッ素の害作用には全く触れていない。③説明会の参加者は数名だけであるにもかかわらず、全体の同意を得たことになっている。④フッ素（注、ミラノールやオラブリス、試薬フッ化ナトリウム）の持ち出しや紛失がもとで大きな事故が起きることが懸念される。⑤ 洗口液の排出（注、下水等に流すこと）が環境汚染につながる恐れがある。⑥フッ素洗口で紙コップやティッシュを大量に使用し、破棄することでＣＯ２を出しているなどです。養護教員である私たちに全ての業務や責任がかかっている現状と、学校現場で日々苦悩しているなかまのみなさんの声が聞こえてくるようでした。（中略）

医療という専門性だけが一人歩きをするのではなく、将来、各自が自分にあった健康課題にとりくめるよう、健康教育をすすめていきたいと考えています。



　アンケートは、「事故や害作用と思われるケース」「開始の経緯」「実施方法、責任の所在」「学校・養護教員として困っていること」の４項目にまとめられています。「フッ素洗口・塗布等による事故や害作用と思われるケース」などから、いくつかの事例を要約・抜粋して紹介します。

［フッ素洗口］各県のようす（複数を総合）
・洗口液を飲み込んだ１時間後、腹痛を訴える。お茶を飲ませて経過観察。
・洗口後、唾液が出過ぎて同意取消、頭痛を起こし同意取消、嘔吐した児童や自閉症の児童同意取消など。途中で取り消し７名。
・洗口後、数は少ないが「気持ちが悪い」と訴える子どもがいるため、教育委員会に連絡するが、「それは多少ありますが心配いらない」と言われる。うがいや休養させ症状は改善するためそのままになってしまう。

・聾学校からの転校生が全量飲み込んだ。（複数の飲み込み例の報告）　

・洗口液が目に入り薬剤師に連絡。
・フッ素洗口をしている学校で、前歯に白い斑点がみられ歯フッ素症ではないかと思われる子どもがいたが、歯科校医に相談したら、フッ素症ではないので心配いらないといわれたが、推進している歯科校医なので本当に心配ないのか疑問だ。
［フッ素塗布］各県のようす（複数を総合）
・小学校２校で塗布が実施された。塗布直後に、吐き気、嘔吐、頭痛等を訴えた児童がいたが、職員は全く疑問を抱かなかった。嘔吐・気分不良。
・１年目に塗布して気持ちが悪くなったので「受けない」児童も出てきた。
・個人で洗口や塗布をしている児童の中で、斑状歯（歯フッ素症）と思われる子どもがいるが、歯科検診時に斑状歯がカウントされないため、客観的な実態が把握できない。
・小学校で、去年（注、2007年）、塗布後急性中毒症状と思われる状態になり、保護者が学校に申し入れたが、学校はあまり重大なことという認識ではない。しかし、何十年もの間、同意書も取らずにフッ素塗布を実施してきたが、今年（2008年）から簡単な同意書を取ることになった。
　アンケートは、次のような切実な声も収録しています。

・フッ化物粉末の保管庫がほしい。

・フッ素のリスクが保護者に一切伝えられていない。（悩んでいる。）
・反対意見を言ったら５年にわたって個人的な誹謗中傷を受け続けた。

・保健委員の子どもが毎回授業に遅れてしまう。

・遅刻などで遅れて実施する子どもが授業に支障が出ている。

・歯科医師の高圧的強権的な言動が多い。

・子どもに「こんな副作用や異常が出た」と言われて切ない。
・小学校１年生が洗口液を飲んでしまい、「飲んでいけない薬を飲んでしまった！」とびっくりして怖くなり泣いてしまった。洗口は子どもにこんな恐怖心を持たせながら実施している。
　本紙の読者や心ある関係者が、多くの事例を声を大にして寄せられることが、フッ素応用阻止への一つの力となりましょう。






